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自分達が学園生活の中で困っている事や問題点を洗い出してテーマを選定
します。座学で学んだ「QC７つ道具」を駆使してQCストーリーに沿って
活動を進めて最後に発表を行います。

■ R・I

電気基礎実習で学んだ事を生かして安全に
作業することが出来ました。復習を繰り返し
配線作業でも焦らずスムーズに作業する事が
できました。

◆ 学科 （QC教育） 1班 19～22日、 2班 26～29日

◆ 有接点制御実習 1班 26 ～30日、 2班 19 ～23日

空圧シュミレーションキットを使用して空気圧機器の構造や役割を
理解し、圧力、速度、方向の制御回路を学びます。また、各バルブ
を使用した回路の特性と危険性を理解します。

◆ クラブ活動 （書道）文化の部

クラブ活動（書道）では週に１回、上位入賞を目指して外部から講師を
招いて９月に行われる全豊田訓練生競技大会の文化の部へ出展する作品
を書いています。

講師からは一点一画 細かいところに気を配り、丁寧な指導をしてもらっています。

◆ 空気圧・油圧実習 1班 12～16日、 2班 5～9日

◆ ２５日（日） オールトヨタ グループフェスティバル参加

外部講師を招いての英会話教育ではなく、本年度もDVD教材を利用した
授業を行っています。TOEICに挑戦し400点以上を目指します。

◆ 学科 （英会話）

圧力調整方法 説明

圧力調整 実践

■ T・K

空気圧機器の名称や役割を覚えながら
制御回路を理解するのに苦戦しましたが
予想通りに動作した時は大きな達成感が
ありました。

押し釦やリレー、タイマーなどの電気制御機器の原理や配線方法を学び、
ランプの点滅回路や、動力回路等を有接点回路で組み上げていきます。

制御回路を設計し電気回路図面を作成後、実際に電気配線から動作確認まで行っていきます。

分からない時はお互い教え合うこともあります。

プロドライバーの
デモラン同乗体験

子供たちに分かり易く丁寧に説明

GAZOO Racing 体験コーナーでのお手伝いは、地域の方に喜んでもらい貴重な体験ができました。

プロドライバー佐々木選手と井口選手と皆さん笑顔で素敵な記念撮影。

会場の岩手工場でモータースポーツの魅力を体感することができました。

O 指導員

今回、講師デビューでしたが、
人に物事を教えるということは
難しいと改めて思いました。
次回までに準備をしっかりして、
もっと分かり易い教え方を模索
していきます！
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■ J・S

クラブ活動で走り込んできた成果と復興への思いを
乗せて楽しみながら、無事に完走することが出来ま
した。さらなる高みを目指し、またみんなで一緒に
頑張っていきます！

■ K・Y

自然に触れ、体を動かしてリフレッシュする
ことが出来ました。地域の方との交流も深ま
り、喜んでもらえたことが嬉しかったです。

◆ １１日（日） 第７回 いしのまき復興マラソン １０ ㎞

昼食にジャガイモまるごとカレーライスとサラダなど、お腹いっぱい頂きました。

このマラソン大会は、震災復興のシンボルである「石巻南浜津波復興祈念公園」をメイン会場に石巻港や日和大橋、渡波地区などの沿岸沿いを
走るコースです。今年は県内外から1,600名を超える参加エントリーがありました。【この走りが、復興への誓い】を合言葉に復興する石巻市の
現状を走りながら感じる思い出に残る大会となりました。

◆ 3日（土） みつばち蜜源花畑畑作業

休耕地を活用し、自然再生活動などを行っているNPO法人SCRさんのイベント
「里山再生プロジェクト」に参加しました。午前中は耕作地の石ひろいをして
土壌を整えてヒマワリの苗を植えました。午後は竹林伐採後の整備をお手伝い
し、桜の木の植樹を２０本！無事に終えました。一緒に参加していた地元の
方々や社員の皆さんと交流をすることができました。

耕作地の石ひろい ヒマワリの苗植え

J・S
41分20秒

一般３９歳以下

13位/143人

指導員もあきらめずに 最後まで頑張りました！

レース途中から雨が降る中、日頃の走り込みの成果を発揮しました。

一般３９歳以下

11位/143人
J・Y
38分49秒

ものづくり塗装研鑽部塗装整備G

S・N
38分33秒

一般３９歳以下
1０位/143人

製造革新部 革新技術創造G

S・T
42分23秒

一般３９歳以下
16位/143人

応援に駆けつけてくれた 衡）工務部設備課ボデー設備係
R・Mさん ありがとうございました。

安全第一に作業できるように役割を決めて活動をはじめます。


